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Calmette氏BCGト 毒 力 結 核 菌 ト ノ

同時接種 ニ由ル實驗 的研究

大阪帝國大學讐學部第三内科教室(主任今村教授)

讐 學 士 岩 崎 彌 一 郎

第一章 緒 論

結 核菌 ラ感受性 アル動物 罷 内 一 接 種 シテ 結核

性病的髪 化 ラ惹起 シ得 ル コ トノ・翫 ニRobert

Koch氏 以 來無数 ノ實験 ノ謹 明 スル所 ニシテ此

際接種 二用 フル菌二tll:ノ多 キ程病的痩化 ノ甚 シキ

事 モ亦 既 ニ明 カニ詮 明 セラ レシ所 ナ リ而 シテー

度結核 菌 二感染 セ シ動物 ガ該菌 二再感染 ラナス

揚合 ノ病的髪化 ト健康動物 二封 シテ初感染 ラ

ナセシ場合 ノ病的攣化 トノ匠別 二就 キ テモ亦

Koch氏 ノ基礎的研究以來既 二幾多 ノ事實報 告

セ ラレシ所 ナ リ｡

今 若 シ毒力結核菌一定 量 ラ感受性 アル動物膿 内

二接種 スル ニ際 う是 レト同時 二種類及性質 ラ異

一スル結核菌或 ・・循結核菌一定量 ヲ同一、若 ク

ノ・他 ノ局部 二接種 スル時ノ・、其病的攣 化叢生 二

封 シ、軍 ニ毒力結核 菌一定量 ノミテ接 種 シタル

揚 合 ト何等 カ ノ優別 ア リヤ トノ疑 問 二就 テノ、、

後者 ノ動物膿感染 二關 スル性質即 チ菌 ノ毒力如

何 ニ ヨリテ、前者 ノ病 的攣 化壷 生 ニ影響 アルペ

う｡先 ヅ第一 二考 フ可 キハ、前者 ト後者 ト其 ノ

病原 性 ガ相似 タル張 サテ有 スル モ ノ トセバ、前

者 二依 リテ生 ズル病的憂 化ハ、此際 著 シク檜大

スベ キノ・論 ヲ侯 タズ｡是 レ即 チ前者 ノ接種量 テ

土曾加 シタル ト大差 ナケ レバナ リ｡第 ニ ニ後者 ガ

全然無 なニ シテ動物膿 ニ何等病原 性 ナキモノ レ

ス レバ、 前者 ニ依 リテ惹起 セ ラル ・結 核性病的

髪 化 ノ・、 左程 著明 ノ影 響 ノ・ナカルベ シ ト考へ得

ベ シ｡第 三 二考 フベキノ、後者 ニ シテ前者 ト著 シ

ク其 性質 ヲ異 ニ シ、 病原性 ア レ ドモ極 メテ弱 キ

時ノ・雨 者 テ同時 ニ接種 スル トモ、前者 ノ菌量檜

加 ノ場合 ト・・梢 漠 趣 テ異 一スベ シ｡若 シ後者

ニ シテ免疫 力 ノ嚢 生 スルコ ト比較的速 カナ レバ

前者 二封 シテ少 カラザル影響 ヲ與 フルコ ト推察

スルレモ難 カラザルベ シ｡

近 時Calmette氏 ノ・BCGナ ルー 新菌株 ヲ創製

シタ リ｡是 ノ菌株 ハ牛型結核菌 テ連績 培養 シテ

作 リタルモ ノナルカ、 動物罷 ニ封 シテ病原 性少

ク、動物膿 内二接種 スル時 ハ輕度 ノ檜殖性結核

性病 的攣 化 テ惹起 ス レ ドモ、其 ノ程 度極 メテ弱

ク、且 ツ接 種後1ク 月乃至3ケ 月 ノ間ノ・病髪 テ

認 メ得 レドモ、 此等病攣 ・・滲 出性 二移行 セズ6

ケ月以上 テ経過 スル時 ハ漸次治癒消滅 スル モノ

ニシテ、斯 ク病攣 ノ輕度 ナルニ拘 ハラズ相當著

明 ナル発疫力 ノ號生 ラ見 ル者 ナ リ｡是 等 ノ鮎 ニ

於 テBCG・ ・普通結核菌 ト著 シク其'ノ性質 ラ異

一 スル事 ハCalmette氏 等 ラ始 メ海外 二於 ケル

多敷 ノ實験 ノ詮 スル所 ニシテ我邦 ニ於 テモ今村

教授其他 ノ實験 モ之 ラ確 認 セ リ｡

然 レ ドモ米國 ノPetroff氏 ハBCG菌 中 二毒力

張 キ結核菌 ノ含 有 セラル事 ヲ主張 ス｡即 チPet-

roff氏 ニ ヨ レバ含有 セ ラル ・毒力菌 ノ数 ノ・BC

G菌 敷 二比 シテ遙 二少数 ナ リ ト云 フ｡今 若 シ

Petroff氏 ノ主張 テ眞實 ナ リトシテBCG接 種

テナス時 ノ・如何 ナル病攣 ラ起 ス可 キヤ之 レ余 ノ

知 ラン トスル所 ナ リ｡

更 二又余 ノ・之 ノBCGテ 用 ヒテ、 強毒人型結核

菌 ト混 ジ動物 禮 内 ノ同一局所 ニ接種 シテ獲 生 ス

ル病的攣 化 ト普 通結核菌 ノ ミニ依 リテ惹起 スル

病的憂 化 トテ比較 シテ、BCGノ 同時接種 ニ ョ
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リ普通 毒力結核菌感染 ガ如何ナル攣化 ラ受 クル

ヵテ知 ラントシテ今村教授指導ノ下 二本實瞼 ラ

行 ピ タ リ｡

第二章 實験方法

本實験 二使用 セル動物 ニ・・結核菌 ニ感受性最 モ

多 キ海狸 ラ用 ヒタ リ即 チ艦 重22`)瓦 前後 ノ健康

ナル雄 性海瞑 ヲ選 ビ3週 間當教 室附屡 ノ實験動

物 飼養室 内二飼養 シ其 ノ環境拉 ビニ飼料 二馴 ラ

シメ置 キ實験 二先 チR6mer氏Tuberkulin皮

内反癒 ラ検 シテ其 ノ陰性 ナ ルテ確 メタ リ.

毒 力結核菌 ニノ・、張毒人型結核菌 テ用 ヒ當教室

二保存 スル上池菌 ト構 スル強毒力 ノ菌株 ラ選 ピ

タ リ｡即 チ本菌 ノGlycerin一Bouillon培 養 ニテ

1ケ 月 テ経過 シ其 護育旺 盛 ナル菌苔 ヲ探 リ、定

法 ニ從 ヒ滅菌璃瑞製乳鉢 ニテ滅菌生理的食臨水

ヲ以 テ所 定 ノ濃度 ノ菌俘游液 ラ作 リタ リ｡

Calmette氏BCGノ ・今村教授 ガ 親 シ クバ ス

チユー ル研 究所 ヨリ携 へ蹄 ラレタル菌株 ニ シテ

Glycerin馬 鈴 薯培養基 上 ニ1ケ 月間培養 シタル

モ ノニ シテ其登 育良好 ナル菌苔 ラ選 ビ、定 法 ニ

從 ヒ滅菌生理的 食盤水 テ以 テ所定 ノ濃度 ノ菌俘

游液 テ作 リタリ.

接 種菌量 ハ(1)上 池菌Oj延 、BCG5.0延｡

(2)上 池 菌0.05延BCG5.0延(3)上 池 菌o.0

05睡BCGろ.1)延(4)上 池 菌0.0005廷BCG

5.0廷 ノ 四種 ト定 メタリ｡尚 封 照 トシテ(1)上

池菌0.5竈(2)上 池菌 〔1.1)5醒(3)上 池 菌O.Oo・r)

延(4)上 池 菌0.(1005醒 及 ビBCG5.0醒 ラ 各

1.0婬 ニ含有 セ ラル ・割合 二 菌俘游液 ラ作 リタ

リ｡

接 種部位方 法ハ實験動物及 ビ封照動物共 ニ右大

腿 内側 ノ皮 下 ラ選 ビ各群共 二r)頭 ノ海猿 テ使用

セリ接種後 ハ時々健康状態 テ検 シ、其 禮重 ラ秤

量 シタ リ｡1ケ 月後 ニー 度R6mer氏Tuber-

kulin皮 内反慮 テ検 一1、50日一70日 ラ経過 シ、屠

殺解剖 ラ行 フ直前 ニモ亦罷重 テ秤量 シR6mer

氏皮 内反庭iヲ行 ピタ リ.解 剖後 ハ顯微鏡的検査

ラ行 フタメ標本 テ製作 シ、其 ノ検鏡 ノ結果 ト廃

眼的所 見 トー致 セルカテ曜 メタリ｡

第三章 實験成績

第一實験

本實駿 ニ於 テ・・強毒人型結核(上 池)菌 り.う薩 ト

BCG・5.0彪 トラ混 ジ海狽右大腿 内側皮下 二接

種 セ リ、而 シテ前述 ノ如 ク封 照 トシテ人型結核

菌封照A群 ニハ人型菌0.5醒 ノ ミBCG封 照 ニ

ノ・BCG5.0彪 ノ ミヲ接種 シタ リ其成績 ハ第一一

表 二於 ケルガ如 シ、但 シ表 中臓器 ノ病攣 二就 テ

ノ、「一」「十」「十」「・H十」「冊」一テ旺別 シ「一」ノ、病攣

ナキ者 「十」ノ、輕度 ノ病攣結 節 アル者 ニ シテ粟粒

大 ノ結 節或 ノ・米粒大 ノ結節 小撒 ノ「升」者 ハ中等

度 ノ病攣、結 節 アル者 ニテ粟粒大 ノ結節 多撒或

ノ・米粒大 ノ結 節撒 個 アル者 「柵」ハ高度 ノ病攣結

節 アル者 ニテ粟粒大 ノ結 節大 多撒或 ノ・米粒 大 ノ

結 節多撒 アル者 ラ示 シ「冊」ノ・結 節中壌死或 ハ乾

酪様愛性 テナセルレ者テ示ス｡淋 巴腺 ノ憂化モ亦

之二準 ジ尚以下ノ諸表皆之ニ縁ル｡

第一表二表ノ・ル ・如 ク人型菌封照A群 ハ極 メテ

強度 ノ病憂 ラ起 シBCG封 照群ハ殆 ド認ムル能

ノ・ザル程度 ノ病憂 アリ、而 シテ實験A群 ハ人型

菌封照A群 ヨリ幾分輕度 ノ病憂 ヲ示 シタリ｡

顯微鏡的所見

以上ノ各例 二就 テ顯微鏡所見テ詳説 スル煩 ラ避

ケ聰括的二記述 ス可 シ｡

實A群 二於テ所屡淋巴腺 ニハ常 ニ類 上皮細胞

結節 アリ時二其中心部壌死ニ陥 リ定型的結核結

節 ラ形成 セル者多 シ肺臓 ニ於 テハ血管周園ニ小

圓形細胞浸潤テ認メニ三乾酪様攣性二陥 レル結

核結節 ラ登見ス｡肝 臓及脾臓 モ亦肺臓同様二滲
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出性結核病愛 ラ認 ム｡之 ラ人型菌封 照 ト比較 ス

ルニ其 ノ病憂 ノ程 度梢 支輕 クBCG封 照群 トハ

甚 グ シキ懸隔 アリ トス｡

BCG封 照群 二於 テ所屡淋 巴腺 ・・或 ルー部 ノ

者 ニ少数 ノ類 上皮細胞増殖.ラ認 メ得 ルモ何 レモ

乾酪攣性 二陥 レル者 アル テ見 ズ、肺臓 ニハ類 上

皮細月包ノ結 節 アルレこ拝ア リ、1汗臓、月卑臓 ニハ結 節

ラ認 メズー般 二其所 見伊藤氏 ノ報 告 ニー致 ス｡

人 型菌 封照A群 二於 テ其 ノ所 見 ハ實A群 二類

似 ス レドモー般 二結 核性病竈 ノ中心壊死 二陥 レ

ル者多 キテ知 ル｡實A群 ニ比較 シテー般 ニ病攣

甚 シキヲ知 ル｡

第 二實験

第二實験 ハ強毒人型 結核菌0.(,5彪 トBCG5.0

睡 トテ混 ジ人型結 核菌封 照B群 ニハ入型菌O・05

睡 ノ ミBCG封 照 ハBCG5・0冠 ノ ミテ各前1述

ノ如 ク接 種 シ タリ｡其 結果第 二表 二示 ス如 シ｡

第 表

動

物

群

別

接

種

菌

量

動IY

物 歪

反

實
験
前

屠
殺
前

實
験
前

番

號

重
(瓦
ヱ
増

減

屠
殺
前

肉 眼 的 所 見

肺臓

右1左

結 結
節 節

脾 臓

重

量

(瓦
)

結

節

一肺
門
遽

腎
臓
(結
節

肝
臓
(結
節

淋 巴 腺

頸

腺

腋
窩
腺

一i一圃 飾 レ綱 左困 左腺!腺腺
鑛薩騨

451i-1十123513201851-1-1-10.51一 昭一一1-1-1一 昭一1-1-1十 正→一1十十1十十昭十十lBCG

l5.OkE452}-1十122013001801十 十昭十 昭一 昭0・3i十 昭一1-1-}一｡1-一 昭一・1一 昭十 昭一1十 十1十1十 十

實B瑚禽型結核舞 罐 雛lllll離 課:編 羊覇に;≡串 蒲 溜繍
0・05延14551-1+1215昭300185研1+冊11 .2昭+H+正 一1-i--1-1‡i-1-H・i++隔

BCGl
i封照群

BCG

4331-1十 昭225i39511701一 一昭一一一昭一lO.13昭 一 昭一1-1-1一 昭一1-1-1±1-1-1十1一

幽==1十12251{1751150L一 昭一1-10・35⊥ 二=1-1-1-1一 昭一1--1--1十1-1--1十1一

5.0思 璽 昭一 」±1230L遡5昭1151+1-i-IO・35は1"1-1-1二1-1・'"-1・'"-1-1-1±1-1+

L∠攣 …⊥:-1十 昭22513851160邑 二!±10・21-1-1一 一1一 昭==1一 昭一1一 昭一1-1-一｡昭 一 昭一1
440F再 可220137511551-1-FlO.4i-1一 昭一H=「=1-1-1+1-1=1+1一



第2號 】 岩崎=Calmette氏BCGト 毒 力結 核 菌 トノ同時 接 種 ニ 由 ルレ實 験 的研 究 85

il460山 一 昭M225へ ・＼

前表 ニ明 カナル如 ク人型菌封照B群 ハ稽 汚墨度

ノ病髪 ラ起 シ其 封照A群 ヨリ輕症 ナ リ、而 シテ

實験B群 ・・BCG封 照 群 ヨ リモ人型菌封照B群

二近 キ程度 ノ病鑓 テ示 セドモ該封照群 ヨリモ租

丸輕症 ナ リ｡

顯 微鏡 的所見

實B群 二於 テ所屍淋 巴腺 ニハ實A群 二比 シテ

病憂甚 ダ輕 ク中心壊死 ニ陥 レル者 テ見 ズ、肺臓

ニ於 テモ乾酪様董愛性 ニ陥 レル者 ナクー般 二滲 出

性傾 向少 ク之 ラ人型菌封 照B群 二比較 スル ニ其

ノ病憂 ノ程 度甚 グ輕 クBCG一 封 照群 トハ大 ナル

差異 アル テ知 ル｡

騨 灘墜購緯撫灘i驚郵華灘董襟

第

BCG封 照 群 ノ・其所 見第一寅験 ノ如 シ｡

人 型菌 封照B群 二於 テ所屡淋 巴腺 ニハ常 ニ類

上皮細胞結 節 ア レ ド中心部 ニハ壌死 ラ認 メズ｡

肺 臓血管周園 二小圓形 細胞浸潤 ア リ、肝臓、脾

臓 モ亦結核性病蔓 アレ ド人型 菌封 照A群 二比較

シテ砧 丸輕 キニ㌔認ム｡

第 三實鹸

第三實験 ハ 強毒人型結核菌{}.川 ろ延 トBCG

5.0醒 トラ混 ジ人型結核菌封 照C群 ニノ・人 型菌

(1.005廷 ノ ミBCG封 照群 ハBCG5.{}延 ノ ミ

ラ各前述 ノ如 レ注射 シ タリ、其結 果第三表 ニ示

ス如 シ｡
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攣 ラ起 シ實瞼C群 亦甚 グ輕度 ノ病礎 テ示 シ反テ

BCG封 照群 ニ極 メテ近似 セルttfililjアリ｡

顯微鏡的所見

實C群 二於 テ所属淋巴腺 ニハ類」二皮細胞 ノ結

節 アリ肺臓、肝臓、脾臓 ニハ小圓形細胞 ノ輕 キ

浸潤 テ認 メ其病攣 ノ程度ハBCG封 照群 トハ極

メテ近似セル子知 リ人型菌封照C群 ト比較 スル

ニ極 メテ輕症ナルラ知ル｡

BCG封 照群 ハ其所兄第一實瞼 ノ如 シ.

人型菌封照C群 ニ於 テ其所属淋巴腺ハ常 ニ

類上皮細胞結節 ラ形成 シ肺臓、肝臓及 ビ脾臓亦

所々類上皮細胞 ノ結節鮎在 シ小圓形細胞 ノ浸潤

アリ｡一 般 二結核性病攣ハ封照A群 二比較 シテ
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遙 ニ輕 ク實C群 二比 シテ梢 ≧著 シキ相異 アルテ

知 ・レ｡

第 四實験

第 四實験 ハ強毒人型結核菌{').00崎 醒 トBCG

第 四

5.0延 ト身混 ジ人型D菌 封照群 ニハ人型 菌0.00

05薩 ノ ミ、BCG封 照 群 ニハBCG5・0廷 ノ ミ

テ各前述 ノ如 ク接 種 シタ リ｡其 結 果第 四 表ニ示

ス如 シ｡
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前表二明 カナル如 ク人型菌封照D群 ハ極 ノテ輕'

微ナル病攣 テ起 シ實瞼D群 亦更 二輕微ナル病攣

ラ表ハシBCG封 照群 ト大ナル差異 ラ認 メザル

テ知ル｡

顯微鏡的所兄

實D群 ニ於 テ所属淋巴腺 ニハー部 ニ於 テ少数

ノ類上皮細胞 ノ増殖 テ認 メ肺臓 ニハ時 ニ類上皮

細胞 ノ結節ラ見ル事 アリ｡肝 臓、脾臓共ニ稀ニ

結節 テ認 メー般 二BCG封 照群 ト殆 ンド匠別ナ

シ難 ク、人型封照D群 二比較 シテ遙 カニ輕症ナ

ルテ知ル｡

BCG封 照群 ・・其所見第一實験 ノ如 シ｡

人型菌封照D群 二於 テノ・其所属淋巴腺ニハ常

二類上皮細胞結節 アリ、肺臓ニノ・血管周園二輕

度 ノ小圓形細胞浸潤 アリ、肝臓及 ビ脾臓亦所々

ニ類上皮細胞 ノ結節鮎在 スルテ見ル事 アリ｡一

般 ニ結核性病憂 ハ人型菌封照C群 ヨリ輕 クシテ

實D群 ニ比較 シテ著 シキ懸隔 アルデ知ル｡

實 験小括

以上 ノ實ttt,ハBCGト 毒力結 核菌 トノ混合感染

二際 シテBCG・ ・常 二5.0彪 ナ ル大 量 テ用 ヒ
、

毒力 菌 ハ0.5延 、ヨリ{).OOO5ic9二 至 ル 迄、即 チ

少量 ヨリ極微量 ニ至 ルモ ノヲ用 ピタ リ、而 シテ

BCG5・0涯 ノ ミ接 種 セル・者 ノ病的攣 化 ノ極 メ

テ輕 微 ナル・・勿論 ノ事 ナル カ、 各實験 テ通 ジ

テ、 雨菌 ノ混合接 種 ニ ヨリ起 ル病的攣化 ハ其 ノ

封照 ナル同一量 ノ毒力菌 ノ ミニヨ リテ起 ル病 的

攣 化 ヨリモ常 ニ輕微 ナルテ知 ル｡而 シテ毒力 菌

ノ大量 ナル場合 ニハ封照動物 ノ病憂 ニ比 シテ非

常 ナル懸隔 ハ認 メ難 ク レドモ、毒力菌 力微 量 ナ

ルカ、或 ハ極微量 ナル揚合 ニハ、封照動物 トノ

病的攣化 ノ懸隔 ハ相當著明 二現 ハル ・モ ノナル

テ認 メタリ｡
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第四章 實験縛括

結核 菌 ニテ感染冤疫 セル動物 艦 内ニ於 テ、更 一

結核 菌 テ接種 スル時、其 ノ蕃殖 ニヨ リテ惹起 ス

ル病攣 ハ再感染 若 クハ重感染 トシテ既 二多 ク研

究 セ ラレタル所 ナ リ｡今 余 ハ普通結核菌1・、B

CGト ラ同時 ニ混 ジテ動物 罷iニ接種 感染 セ シメ

タルモ ノナルテ以 テ、軍純 ナル初感染 トハ兄 ル

ベカ ラズ
｡然 レ ドモ勿論再感染 トモ構 スベ キニ

非 ズ ト錐、普 通結核菌一定量 ラ動物 艦 二接 種感

染 セ シムル時、其 ノ接種菌量 少 キ時ハ、是 レガ

動物禮 内 ニ於 テ登育檜殖 テナ シ、充分 ナル病硬

テ惹起 ス・ごキ菌 量 二迄増 殖 スルニハー定 時間 ラ

要 ス〈ごシ｡然 ルニ同時 ニBCGテ 接 種 セル ラ以

テ是 ノBCGハ 動 物艦 内 二於 テ増殖 スル事 ハ殆

ン ドナ シ トスルモ接種 セル菌量 ハ相當 二多量 ナ

ル テ以 テ、普通結核菌 耳依ル ヨ リモー歩早 ク病

攣 テ惹起 スベ キナ リ｡由 來結核発疫 ハ動物盟内

ニ於 ケル結核性病的攣 化 ニ基 キ登生 スルモ ノナ

ル事 ハ既 二多 ク ノ學者等 ノ確認 スル所 ナ レバ、

BCG二 由 ル病攣 ハ其 レニ相當 スル免疫カ テ黄

生 スベ シ｡此 ノBCG免 疫 力 ノ登 生 セル所 ニ毒

力結核菌 バー 歩遅 レテi蕃殖 スル事 トナ レバ、其

ノ増殖蛇 二檜進 ニ ヨリテ、惹起 セラル ・病憂 ニ

攣 化 テ生 ズベ シ｡

本 實験 ニ於 テ ノ結 果 テ総 観 スルニ、BCGト 同

日寺二接種 感染 セ ラレタル毒力 菌 ノ惹起 セル病的

攣 化ハ輩 ニ毒 力結 歩亥菌 ノミニテ感染 セシメ タル

封照動物 ノ病的攣化 一比 シテ、著 シ ク輕度 ナル

ノ・、BCG免 疫 ガ飢 二成立 セル ガタメニ毒力結

核菌 ノ増殖 ガ阻害 セ ラレタルニ由 ルモ ノナルベ

シ｡然 ラバ恰 モ毒力結 核菌 ハ或程皮迄 ハ普通 ノ

増殖 テ螢 メ ドモ、以後 二於 テノ・再感染 ノ場合 ノ

如 キ叢育状感 ラ呈 スルモ ノト考 フルラ得 ベ シ｡

BCG接 種 ニヨ リ完全 二発疫 ニ達 セル動物 ニ封

シ、結核 菌 テ接種感染 セシムル事 ノ・、所謂BC

G豫 防 接種後 ノ兎疫實験 トシテ最近 多 ク報告 セ

ラル ・所 ナ リ｡其 ノ成績 ハ結核菌 ノ義育増殖著

シヵラズ シテ、病的攣 化 ラ惹起 スル コ ト少 ク、

換言 スレバBCGノ 豫 防接種 ノ敗果 ア リタルモ

ノ ト認 メラル｡本 實験 ノ如 ク張毒結 核菌 ト、B

CGト 同時 ニ接 腫免疫 セ シム ・レトモ、斯 ク毒力

結核菌 ノ資 育檜殖 ラ阻害 スル事 ハ、BCG一 ヨ

ル冤疫登生 ガ毒力結 核菌 ニ ヨル病的秘化 ノ嚢 生

ヨリモ速 カナル ガ爲 メー、毒力結核菌 ノ登育 ガ

頓挫 スルレモ ノナ リト云 フベ キナ リ｡

術 本實験 二於 テ長期飼育 二封 シBCGガ 如 何程

マデ結核性病 機進展 ヲ阻害 シ得 ル ヤ｡又 皮 下菌

接種 二際 シテ濃腫形 成 ノ爲 メ菌 ノ排外 サル ・コ

トアリ、血 管 内或 ノ・、 腹腔 内ラ接 種部位 トスル

時ノ・生罷 ノ反慮又異 ナル所 ナル ペ シ｡此 等 ・・爾

將來 ノ研究 テ要 スル所 ナ リ トス｡

第五章 結 論

BCGト 張毒人型結核菌 トテ混 ジ、動物艦内一

同時ニ同一局所二接種スル時強毒人型結核菌 ノ

接量 ガBCG菌 量二比 シテ少ナキ時・・同量 ノ強

毒人型菌ノミラ接種 セルモノヨリモ、結核性病

的憂化バー般的二輕微ナ リ｡BCG菌 ガ比較的

大量ニシテ同時接種 ノ毒力結核菌 ガ微量ナル時

ノ・菌量 ノ差異著 シキニ從 ヒ雨者 同時接種 ニヨルレ

病攣ハ毒力菌 ノ ～ノ接種 ニヨル病憂 ヨリモ ヨ リ

輕微 ナル傾 向 ア リ、之BCGニ 極 メテ少撒 ノ毒

力菌混入 アル トモBCG一 ヨル免疫褒 生 ニ ヨリ

テ毒力菌 ノ毒性登 揮 ガ抑制 セ ラル ・コ トヲ示 セ

ルモ ノ ト云 フ・ぐシ｡

稿 テ終ルニ臨 ミ、今村教授 ノ御懇篤 ナル御指導

ト御校閲 トテ賜 リタル事及 ビ清野助教授 ノ御助

言 二深 ク感謝 ノ意 ラ捧 グ｡
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